
Rock-and-Rent のレンタルには、本当にすべてが揃っています。しかも高品質な装備ばかりです。事前にすべて予約しておけば、極端な話、短パンのまま到着しても問題ありま
せん。

私たちは装備を選定する際、ただ一つの基準だけを重視しました。それは、2001年からご案内しているエルブルスの環境に最大限適していることです。

そして正直に言いますと、このリストは非常に慎重に作成しました。会社のガイドたちは累計で数千回の登頂経験があり、この中に不要なものが一つでもあるとは考えていません。

書類：

パスポート
航空券／鉄道チケット
医療保険
バウチャー（外国籍の方）

個人装備：

バックパック 30～40リットル
バウルバッグ 80～100リットル
スリーピングバッグ：快適温度 0℃～＋10℃（6月～9月を含む）、－20℃～－10℃（10月～5月を含む）
トレッキングポール（必ず直径70mm以上のバスケット付き）
アイゼン
クラシックタイプのピッケル（ハーネスに固定するための 5～6mm レプシュヌール付き、長さ 2～3m）
アルパインハーネス
ヘルメット
カラビナ 3 個（できれば大きめのもの。厚手の手袋での操作が格段に楽です）
セルフビレイ用ランヤード

衣類・靴：

エルブルスではスキーウェアは使えるのか？
アルパインブーツ（二重または三重構造）― プラスチック製または革製
　※ 一層構造の場合はオーバーブーツ使用が条件（ゲイターとは別物）
トレッキングシューズまたはトレッキング用スニーカー
　※ 5月～6月初旬の最初の順応登山では雪が残っている場合があり、その場合はブーツが圧倒的に有利です。ただし6月中旬以降～9月末まではスニーカーでも可能です（ただ
し捻挫のリスクあり）。防水性が維持されていることを必ず確認してください
防水レイヤー（ジャケット＋パンツ）：推奨耐水圧 10,000 / 10,000 以上
フリース上下
保温インナー（上・下）
フード付きダウンジャケット（厚手で保温性が高いもの。エルブルス用として適正なダウンは通常 700g 以上）
防寒ミトン
厚手グローブ（スキー用）
薄手グローブ（フリース）
バンダナ（谷では日除けとして、寒冷時には首や顔の防寒にも使用可能）
ニット帽
登頂日のための厚手トレッキングソックス
日除け用ヘッドウェア
トレッキングパンツ・Tシャツ（できれば長袖）
トレッキング用ソックス（トレッキング日数分が望ましい）

その他：

ヘッドランプ（連続点灯時間 12 時間以上）



サングラス（遮光カテゴリー 3～4、側面からの光を完全に遮るもの）
スキーゴーグル（遮光カテゴリー 1～2、悪天候用）
保温ボトル 1 リットル（キャップにボタンが付いていないものが望ましい）
フェイスマスク（風よけ用。スカーフで代用できる場合もあり）
日焼け止め（信頼できるブランド、SPF 30～50 ※実際には30と50の差はほとんどありません）
リップクリーム SPF-15
個人用救急セット
弾性包帯および／またはサポーター
ゲイター（必須ではありませんが、特に5月～6月は役立つことがあります）
化学カイロ（必須ではありませんが、非常に役立つ場合があります）


